
羽曳野市立学校給食センター等複合施設整備事業に係る実施設計・施工一括発注公募型プロポーザル

第２回質問回答書

補足説明内容

・質問No.3、質問No.203、質問No.204、質問No.205　質疑回答内容に対する補足説明（補足説明日：2024年2月9日）

頁 行 項目

1 要求水準書 19 1 2.2.1 事前調査業務
残土処分が必要となる場合は事前に土壌調査とあります｡「追加資料」の調査報告書より土壌汚染調査は実施され

ておりますが､その他の土壌調査が必要な場合は調査内容をご指示下さい｡

場外への残土処分が必要な場合は土壌調査をお願いします。提供した土壌汚染調査資料以外の土壌調査はあ

りません。

2 要求水準書 P-24 7

2

2

8

役割分担表

実施設計方針書の作成依頼との記載があります。

タイトな全体スケジュールの中で、実施設計や建築確認の時期が、工事工期に影響すると考えています。

コスト削減の提案による変更項目を了承して頂くため契約後一か月程度で、最終計画案を確定して頂くことは可能

と考えて宜しいでしょうか

竣工時期を遵守するうえで、協議の上対応することはあり得ます。

3 業務仕様書 P-6 30
（2）

エ➀

積算

単価

採用情報

単価の採用資料として、刊行物をお示し頂いていますが本件は設計施工であるため実勢価格で内訳書を作成して宜

しいでしょうか？

また、メーカー見積について、原則として３者以上との記載がありますが、施工するメーカーの見積のみで宜しい

でしょうか

実施設計の終了により数量が確定し工事に着手する前に、総価契約の金額を変更しない設計変更を行い、単

価合意することを基本とします。単価合意後に、契約額の変更を伴う設計変更等が生じた場合には、詳細設

計の図面、数量、合意した単価に基づき、設計変更及び契約額の変更を行うものとします。

なお、今回提出いただく見積書には、3者見積の必要はなく、提案者の見積で宜しいです。

4 概要書編
P-16

P-17
機械設備計画

厨房機器類の給水・給湯・ガス配管が天井配管のご指示となっていますが、空調・換気ダクト類との施工上の整合

性や維持管理の容易さを考慮してピット内配管と置き換えて宜しいでしょうか。

基本設計図書通りで工事見積金額を算出してください。それとは別に左記内容の具体的な提案とそれに伴う

工事見積金額を算出してください。コスト比較、性能検討をしたうえで、方針を決定します。

5 基本設計図面
特記仕様書（給排水衛

生）

給水配管の場所ごとの使用範囲の仕様が明示されていません。ピット内配管及び天井配管においてHIVPの使用を

考えて宜しいでしょうか。
SGP-VAとしてください。

6 基本設計図面
特記仕様書（空気調和設

備）

屋内隠蔽部のダクト保温仕様が機械室等の露出部仕様と同じ保温板となっていますが、隠蔽部は保温材の仕様は同

じで保温帯の使用で宜しいでしょうか。
宜しいです。

7 基本設計図面

空調機器表

系統図

２階ダクト図

厨房調理室関係の排気ダクトの屋上での臭気対策用機器のご指示がありません。要求水準書では近隣等へ配慮する

となっていますが、不要で宜しいのでしょうか。

基本設計時点では、臭気対策用の機器は設置しておりません。卓越風向を確認の上、吹出方向について配慮

してください。

8 基本設計図面 工事ｽﾃｯﾌﾟ図
ｶﾞｰﾄﾞﾏﾝの配置ですが､工事ｽﾃｯﾌﾟに記載の出入口以外に車両搬入ﾙｰﾄと想定する敷地南東の交差点にｶﾞｰﾄﾞﾏﾝの配置

は必要ないでしょうか｡必要な場合､人数と期間をご指示ください｡

東側道路については、原則通行しない計画としてください。（「別紙１」工事車両想定ルート図参照のこ

と）その他、仮設計画を行うにあたり、必要と思われるものは各事業者で想定してください。

9 基本設計図面 工事ｽﾃｯﾌﾟ図
既存の解体範囲ですが､既存施設資料より､工事ｽﾃｯﾌﾟ図記載の建物及び工作物以外に本館棟西の浄化槽及び便所棟

北の浄化槽､敷地内の外構レイアウト変更伴い撤去必要な樹木撤去も本工事と考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

10 基本設計図面 工事ｽﾃｯﾌﾟ図
本館棟の杭の撤去ですが､既存施設資料の7通(体育館横)の3本に関しては､解体機械配置時に体育館と干渉して施工

が不可能となります｡7通既存杭は存置と考えて宜しいでしょうか｡

宜しいです。（基本設計時点では既存体育館基礎と共有する杭として残置し、今後実施設計にて対応を検討

します。）

11 基本設計図面 工事ｽﾃｯﾌﾟ図 工期内において､敷地内体育館ですが、STEP1～STEP2は利用､STEP3～STEP6は閉鎖と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

12 基本設計図面 工事ｽﾃｯﾌﾟ図 敷地内体育館ですが、本館棟撤去後の外壁南面ですが､仕上げ等の改修方法が不明です｡ご指示ください｡ 撤去部分から1,000mmの範囲で外壁補修・外壁再塗装（壁面と同材料）を見込んでください。

13 基本設計図面 外構図(1) 運動公園ﾌｪﾝｽですが､高さ及び仕様が不明です｡ご指示ください｡
スチール製ネットフェンス4,160mm（基礎共・メーカー既製品）同等品としてください。（入口扉4か所設

置）

14 基本設計図面 外構図(1) 塀 B’の詳細図が記載されていません｡塀 Bと同仕様と考えて宜しいでしょうか｡否の場合､仕様をご指示ください｡
塀B’については「別紙2」追記詳細図内の擁壁Aに読み替えてください。塀Bについても「別紙2」追記詳細

図内の塀Bの施工範囲と仕様を参照してください。

15 基本設計図面 外構図(1) 運動広場北側駐輪場と食育広場北側駐輪場ですが､平面駐車･屋根有程度と考えて宜しいでしょうか｡ 平面駐車とし、屋根は無しとします。（トラフィックペイントは見込むこと）

16 基本設計図面 外構図(1) 敷地内の外構にレベル差が有り､擁壁等の設置が必要に思われます｡擁壁の配置と仕様をご指示ください｡ 必要と思われる個所に、性能を満たす仕様の擁壁を適宜、各事業者で見込んでください。

17 基本設計図面 外構図(1) 特記に記載のｽﾛｰﾌﾟ舗装ですが、詳細が不明です。仕様をご指示ください｡ 真空コンクリート舗装として見込んでください。

18 基本設計図面 外構図(2) 青色線の一点鎖線は外構詳細図のＵ字側溝と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

19 基本設計図面 外構図(2)
雨水抑制槽ですがＡ､Ｂ､Ｃ以外に体育館北に記号の無い「雨水抑制槽」がございますが､誤記として不要と考えて

宜しいでしょうか｡
誤記のため、不要としてください。その他図面で記載がある場合は左記と同様と認識してください。

20 基本設計図面 外構図(2) 青色線の実線は外構詳細図のVP排水管と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

タイトル 質問 質疑回答

GEN-14～16

GEN-17

GEN-18

GEN-18

GEN-18

Ｎｏ 資料名
該当箇所

A-50

A-51

A-51

A-51

GEN-18

GEN-18

A-50

A-50

A-50

A-50
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頁 行 項目
タイトル 質問 質疑回答Ｎｏ 資料名

該当箇所

21 基本設計図面 空調機器表（１）-2
厨房各室の給気に外気処理機×８台が選定されていますが、熱源機器が無い厨房室は給気ファンでの給気で宜しい

でしょうか。

基本設計図書通りで工事見積金額を算出してください。それとは別に左記内容の具体的な提案とそれに伴う

工事見積金額を算出してください。厨房機器から発生する蒸気や湿度除去に配慮し、生外気導入による結露

対策を確認した上で方針を決定します。

22 基本設計図面
空調機器表（４）

（５）

厨房各室の遠心送風機×１２台が全てＳＵＳ製のご指示となっています。一般厨房仕様で問題ないと考えます。宜

しいでしょうか。

基本設計図書通りで工事見積金額を算出してください。それとは別に左記内容の具体的な提案とそれに伴う

工事見積金額を算出してください。コスト比較、性能検討をしたうえで、方針を決定します。

23 基本設計図面 １階平面図（ダクト）
煮炊調理室・揚物・焼物・蒸し物室に排気フードが設置されているため２階見学通路より調理状況が見えません。

給排気ダクトを壁面と高天井面での対流式に変更し排気フードを取止めたいと考えます。宜しいでしょうか。

基本設計図書通りで工事見積金額を算出してください。それとは別に左記内容の具体的な提案とそれに伴う

工事見積金額を算出してください。コスト比較、性能検討をしたうえで、方針を決定します。

24 基本設計図面
中央監視設備

自動制御設備

給排気ファン、熱源機器等の制御に関し、ＤＤＣ使用による中央監視、自動制御が行われていますが、基本設計図

に記載のされているメーカーに問合せたところ、見積不可との回答を頂きました。

給食センターの日常運転を適切に管理でき、要求水準書記載の「状態監視及び一括発停程度」が可能な制御内容へ

の見直しを行って宜しいでしょうか｡

基本設計図に記載のメーカーだけではなく、同等品も含めて見積もり取得対応をお願いします。

25
樹木見取図･樹

木ﾘｽﾄ
樹木ﾘｽﾄ､樹木見取図 樹木撤去において､存置必要な樹木及びに撤去必須の樹木がございましたらご指示ください｡ 現時点では、全て撤去として見込んでください。

26 既存施設資料 青少年児童ｾﾝﾀｰ 竣工図
ｱｽﾍﾞｽﾄ対策工事ですが､ｱｽﾍﾞｽﾄ調査の分析結果により､外壁の複層模様吹付､内部天井の岩綿吸音･ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ･有

孔ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板全般､附属棟倉庫の外壁のﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞを対象と考えて宜しいでしょうか｡
アスベスト調査資料に準拠してください。

27
- 体育館棟の取合について 既存本館棟の解体に伴い、既存体育館棟取合部(新設渡り廊下接続部)の壁に改修等が必要な場合は詳細を御指示下

さい｡
No.12を参照してください。

28
基本設計図面 RF屋上の範囲について RF屋上の範囲について、YC4通りXC1+1800～XC2間にﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄはございませんが、断面図(1)ではYC4通りにﾊﾟﾗ

ﾍﾟｯﾄがあり屋上の床ﾚﾍﾞﾙも違っています。断面図(1)を正と考えて宜しいでしょうか。
宜しいです。その他図面で記載がある場合は左記と同様と認識してください。

29

基本設計図面 屋上鳩小屋の仕上につい

て

屋上鳩小屋の仕上について、下記と考えて宜しいでしょうか。と考えて宜しいでしょうか。

※屋根…ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

※屋根見付…ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 H=180

※屋根立上り…ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 H=100

※壁…ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

※有孔開口部配管塞ぎ…ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2.0 裏面ｸﾞﾗｲﾄt=4吹付

宜しいです。

30

基本設計図面 屋上設備基礎について 屋上設備基礎について、防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ上に後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ H=150と考えて宜しいでしょうか。

また、仕上は下記と考えて宜しいでしょうか。

※天端…ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

※立上り…ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

宜しいです。

31

基本設計図面 屋上太陽光発電ﾊﾟﾈﾙ基礎

について

屋上太陽光発電ﾊﾟﾈﾙ基礎について、防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ上に後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ H=150と考えて宜しいでしょうか。

また、仕上は下記と考えて宜しいでしょうか。

※天端…ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

※立上り…ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

シート防水用太陽光発電パネル基礎とします。（A-46部分詳細図　2階屋根上ソーラー架台を参照のこと。

三晃金属：ソーラーモジュール設置用架台同等品）

32

基本設計図面 屋上目隠しﾙｰﾊﾞｰ基礎につ

いて

屋上目隠しﾙｰﾊﾞｰ基礎について、防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ上に後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ H=150と考えて宜しいでしょうか。

また、仕上は下記と考えて宜しいでしょうか。

※天端…ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

※立上り…ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

宜しいです。

33
基本設計図面 屋上鉄骨設備架台の仕上

について

屋上鉄骨設備架台の仕上について、DP-1塗装を見込んで宜しいでしょうか。
屋外の鉄部はすべて溶融亜鉛メッキ仕上げとしてください。

34
基本設計図面 屋上目隠しﾙｰﾊﾞｰ下地鉄骨

の仕上について

屋上目隠しﾙｰﾊﾞｰ下地鉄骨の仕上について、DP-1塗装を見込んで宜しいでしょうか。
No.33を参照してください。

35
基本設計図面 防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ内の溶接

金網について

2F屋上 防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ内に溶接金網φ6 @100を見込んで宜しいでしょうか。
宜しいです。誘発目地＠3000を見込んでください。

36 基本設計図面 2F屋上の排水溝について 2F屋上の排水溝について、ﾒﾀﾙﾗｽ敷込みの上防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝 W=250と考えて宜しいでしょうか。 適切な水勾配を確保できれば、宜しいです。

37
基本設計図面 1F廻り各階段の仕上につ

いて

1F廻り出入口前の各階段仕上について、A-48 部分詳細図(3)の入口階段･ｽﾛｰﾌﾟに倣って宜しいでしょうか。
宜しいです。

A-03

A-03

A-03

A-03

A-03

A-21

M-14

M-17

～

M22

A-04A-08

M-01

M-02

M-04

M-05

A-03A-20

A-20

A-02A-48
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頁 行 項目
タイトル 質問 質疑回答Ｎｏ 資料名

該当箇所

38

基本設計図面 屋上太陽光ﾊﾟﾈﾙ基礎につ

いて

部分詳細図(1)では、屋上ｼｰﾄ防水の上にｿｰﾗｰﾌﾚｰﾑt=1.6下地の上太陽光ﾊﾟﾈﾙとなっていますが、太陽光発電設備 平

面図ではｺﾝｸﾘｰﾄ基礎と思われる図示がございます。部分詳細図(1)の納まりを正と考えて宜しいでしょうか。 宜しいです。

39
基本設計図面 1F渡り廊下について 1F渡り廊下の仕上について、A-48 部分詳細図(3)の入口階段･ｽﾛｰﾌﾟに倣って宜しいでしょうか。

渡り廊下床仕上げは屋外対応防滑性ビニル床シート（東リ　NSシート　NS800）同等品としてください。

40

基本設計図面 屋上鳩小屋の仕上につい

て

屋上鳩小屋の仕上について、下記と考えて宜しいでしょうか。と考えて宜しいでしょうか。

※屋根…ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

※屋根見付…ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 H=180

※屋根立上り…ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 H=100

※壁…ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

※有孔開口部配管塞ぎ…ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2.0 裏面ｸﾞﾗｲﾄt=4吹付

宜しいです。

41

基本設計図面 屋上設備基礎について 屋上設備基礎について、防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ上に後打ちｺﾝｸﾘｰﾄとし、特記無きはH=150と考えて宜しいでしょうか。

また、仕上は下記と考えて宜しいでしょうか。

※天端…ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

※立上り…ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

宜しいです。

42

基本設計図面 屋上目隠しﾙｰﾊﾞｰ基礎につ

いて

屋上目隠しﾙｰﾊﾞｰ基礎について、防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ上に後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ H=150と考えて宜しいでしょうか。

また、仕上は下記と考えて宜しいでしょうか。

※天端…ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

※立上り…ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

宜しいです。

43
基本設計図面 屋上目隠しﾙｰﾊﾞｰ下地鉄骨

の仕上について

屋上目隠しﾙｰﾊﾞｰ下地鉄骨の仕上について、DP-1塗装を見込んで宜しいでしょうか。
No.33を参照してください。

44
基本設計図面 屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部の納まりに

ついて

屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部の納まりについて、給食ｾﾝﾀｰ 2F屋上に倣って宜しいでしょうか。
宜しいです。

45 基本設計図面 下地鉄骨の仕上について 瓦棒葺き屋根の下地鉄骨の仕上について、DP-1と考えて宜しいでしょうか。 No.33を参照してください。

46
基本設計図面 屋根下地鉄骨梁の外壁貫

通部塞ぎについて

屋根下地鉄骨梁の外壁貫通部塞ぎについて、ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ t=1.2 DP-1塗と考えて宜しいでしょうか。
宜しいです。

47
基本設計図面 下地ﾎﾞｰﾄﾞについて WCの壁及びﾗｲﾆﾝｸﾞ壁の下地について､壁種別図では耐水PBt12.5+12.5､部分詳細図(3)では耐水PBt12.5+9.5とくい

違います。壁種別図を正と考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

48

基本設計図面 便所手摺について 部分詳細図(3)に記載の下記の手摺について､明確な施工範囲及び数量が不明です｡御指示下さい｡

･洗面手摺

･小便器手摺

･大便器用手摺

･大便器用手摺(可動式)

WC6（M）に下記手すりを設けることとしてください。

・洗面手摺･小便器手摺･大便器用手摺

WC6（W）に下記手すりを設けることとしてください。

・洗面手摺･大便器用手摺

49
基本設計図面 姿見鏡について WCについて､内部仕上表備考欄に姿見鏡の記載がありますが､鏡本体のｻｲｽﾞ及び下地合板の厚みを御指示下さい｡ 姿見鏡サイズ…400mm×1500mm

各室２個所ずつ設置することとし、下地合板は適宜見込んでください。

50
基本設計図面 ﾌｯｸについて WCについて､内部仕上表備考欄にﾌｯｸの記載がありますが､施工範囲及びﾒｰｶｰ品番が不明です｡御指示下さい｡ TOTO　YKH20R　とし、WC1・2・3・4・5に１ヶ所ずつ、

WC6（M）小便器2ケ所、WC7小便器1ヶ所、WC（多）1ケ所設置してください。

51

基本設計図面 ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱについて WCについて､内部仕上表備考欄にﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ及びﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞの記載がありますが､ﾒｰｶｰ品番及び下地合板の厚み

が不明です｡御指示下さい｡

ベビーチェア　TOTO　YKA25S

フィッティングボード　TOTO　YKA41R　同等品としてください。

下地合板はスチールPL t=1.６を見込んでください。

52
基本設計図面 A-20A-22A-41A-42 下地ﾎﾞｰﾄﾞについて 外壁側の壁下地ﾎﾞｰﾄﾞについて､矩計図ではPBt=12.5のみの記載ですが､壁種別図ではPBt=12.5+12.5とくい違いま

す｡壁種別図を正と考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

53 基本設計図面 A-19A-20A-40A-41 窓額縁について 建具表ではｽﾁｰﾙSOP､矩計図ではｱﾙﾐとくい違います｡建具表を正と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

54
基本設計図面 断熱材について 矩計図(1)より外壁断熱t=25と記載がありますが､両棟とも外壁全面に硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt=25を見込むと考えて宜しい

でしょうか｡
コンクリート立ち上がり部分のみ断熱材を設置し、ALC部分には見込まないこととしてください。

A-33

A-33

A-41

A-20A-41

A-41

A-41

A-46E-08

A-33A-48

A-33

A-22A-48

A-48

A-13A-14A-38

A-13A-14A-38

A-13A-14A-38

A-20
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頁 行 項目
タイトル 質問 質疑回答Ｎｏ 資料名

該当箇所

55
基本設計図面 GEN-7A-20A-41 耐火被覆について 何れの棟も矩計図に図示がなく､且つ特記仕様書にて適用の記載がないため､本物件においては耐火被覆は不要と

考えて宜しいでしょうか｡必要な場合は範囲及び仕様を御指示下さい｡
何れの棟も準耐火建築物（ロー1）としているため、耐火被覆は不要です。（GEN-02）

56
基本設計図面 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ等について ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ、ｶｰﾃﾝについて特記仕様書にて適用の記載がありません。別途工事と解釈して宜しいでしょう

か。
宜しいです。

57 基本設計図面 ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞについて ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞについて、詳細図に高さの記載がありませんが各室床～天井迄の施工と考えて宜しいでしょうか。 床上1800mmとしてください。

58
基本設計図面 ﾋﾟｯﾄについて 配管ﾋﾟｯﾄについて、矩計図で外壁側に天井～H1050(給食ｾﾝﾀｰ)、天井～H600(青少年児童ｾﾝﾀｰ)の範囲でﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

ﾌｫｰﾑt=25の図示がありますが、外壁側すべてに必要と考えて宜しいでしょうか。
宜しいです。

59 基本設計図面 ﾀﾗｯﾌﾟについて ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟについて、他図に詳細の記載がありませんが400×200程度の打込型と考えて宜しいでしょうか。 宜しいです。

60
基本設計図面 ｻｲﾝについて ｻｲﾝについて、ｷｰﾌﾟﾗﾝの図示と表の員数がくい違っておりますが、何れもｷｰﾌﾟﾗﾝの図示を正と考えて宜しいでしょ

うか。
宜しいです。

61

基本設計図面 消火器について 消火器及び消火器ﾎﾞｯｸｽについて、他図に記載がありませんが必要な場合は設置箇所及び員数を御指示下さい。 厨房エリア内に消火器ボックス（埋め込み型）25か所

青少年児童センター内に５ヶ所　見込んでください。その他は置き型とし、別途工事とします。

仕様については、ユニオン製「UFB-1F-2300N」同等品としてください。

62
基本設計図面 鍵箱について 鍵箱について、特記仕様書で30組用、60組用と2種類適用の記載がありますが、給食ｾﾝﾀｰ側を60組用、児童ｾﾝﾀｰ側

を30組用と考えて宜しいでしょうか。
宜しいです。

63
基本設計図面 GEN-07A-22A-42 ALC間仕切について 特記仕様書でALC間仕切の記載がありますが、各棟の壁種別図に記載がありません。ALC間仕切は適用無しと考え

て宜しいでしょうか｡
宜しいです。

64 基本設計図面 掲示板下地について OS-009の掲示板についてPL-1.6程度の取付下地が必要と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

65

基本設計図面 仕様･ﾒｰｶｰ品番について 下記項目の仕様･ﾒｰｶｰ品番を御指示下さい｡

･磁器質ﾀｲﾙ

･汚垂ﾀｲﾙ

・磁器質タイル…リクシル「ピアッツァ」300角同等品

・汚垂れタイル…リクシル「キラミックステップ」同等品

66
基本設計図面 化粧鏡について １階WC(1～5)について､内部仕上表備考欄に化粧鏡の記載がありますが､鏡のｻｲｽﾞ及び下地合板の厚みが不明で

す。御指示下さい｡

鏡サイズ…400mm×600mm

下地合板は適宜見込んでください。

67 基本設計図面 ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁について 1階WC(1～5)について､便器裏ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁の仕上げを壁仕上と同様､化粧ｹｲｶﾙ板と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

68
基本設計図面 ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁について 1階WC(2～5)について､平面図より壁掛洗面器裏にﾗｲﾆﾝｸﾞ壁の記載がありますが､H1100と考えて宜しいでしょう

か｡
宜しいです。

69

基本設計図面 ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁について １階前室1.2について､内部仕上表備考にﾗｲﾆﾝｸﾞの記載がありますが､下記が不明です｡御指示下さい｡

･腰高さ

･腰壁仕上

･甲板仕様

腰高さ…1200mm

腰壁仕上げ…耐水石膏ボード9.5mm+化粧ケイカル板8mm

甲板仕様…人工大理石（コーリアン）同等品

としてください。

70 基本設計図面 鏡について 洗面ｶｳﾝﾀｰ部の鏡について乳白ｱｸﾘﾙは上下の照明蓋として見込むものと考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

71

基本設計図面 鏡について １階前室1.2について､内部仕上表備考に化粧鏡及び姿見鏡の記載がありますが､寸法･下地･員数が不明です｡御指示

下さい｡

化粧鏡サイズ…400mm×600mm

姿見鏡サイズ…400mm×1500mm

各室２個所ずつ設置することとし、下地合板は適宜見込んでください。

72
基本設計図面 ｴｱｼｬﾜｰについて １階前室1.2について、平面図にｴｱｼｬﾜｰの記載がありますが､ﾒｰｶｰ品番を御指示下さい｡ 1800×1260×2200　３P200V　自動片引き戸付き

と同等品を見込んでください。

73
基本設計図面 天井高さについて 1階玄関ﾎｰﾙの天井高さが､内部仕上表ではCH2700､天井伏図ではCH3000とくい違います｡内部仕上表を正と考えて

宜しいでしょうか｡
天井伏図を正とし、CH3000としてください。

74

基本設計図面 天井仕上について 下記の部屋の天井仕上について､内部仕上表ではGB-D（T）､天井伏図ではGB-NC(T)とくい違います｡内部仕上表

を正と考えて宜しいでしょうか｡

･2階廊下､階段

･2階廊下3､職員用階段1.2

宜しいです。

75
基本設計図面 階段手摺について 1階玄関ﾎｰﾙ階段及び職員用階段1の手摺について､平面図より両端に手摺の図示がありますが､部分詳細図(1)に記載

の自立手摺を両端に見込むと考えて宜しいでしょうか｡

左記の両階段ともに、自立手すりは内側のみとし、壁側の手すりはブラケット手すりとしてください。下地

合板は適宜見込んでください。

76
基本設計図面 階段手摺について 職員用階段2について､平面図より壁側に手摺の記載がありますが､部分詳細図(1)に記載の自立手摺を見込むと考え

て宜しいでしょうか｡
上記回答と同じです。

GEN-10

A-47

A-20A-21A-41

A-05A-35

A-44

-

A-13

A-48

A-13

A-02

A-13A-10

A-14A-11

GEN-11

A-45

-

A-13

A-13

A-02

A-02A-46

A-02
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77
基本設計図面 階段巾木について 職員用階段1.2について､内部仕上表にﾋﾞﾆﾙ巾木の記載がありますが､ｻｻﾗ部はSOP及びｻｻﾗ巾木を見込むものと考え

て宜しいでしょうか｡
ササラ部はSOP塗装とし、階段部分の巾木は無しとします。

78
基本設計図面 階段蹴込にいて 階段について､部分詳細図(2)より蹴込PL-6と記載がありますが､表面はﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄを見込むと考えて宜しいでしょ

うか｡
宜しいです。

79

基本設計図面 床ﾚﾍﾞﾙについて 給食ｴﾘｱの部屋について､平面図に床ﾚﾍﾞﾙの記載がありませんが、部分詳細図(1)に嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄの記載があるため､

全て部屋の床に嵩上ｺﾝｸﾘｰﾄを見込むと考えて宜しいでしょうか｡

また、ｺﾝｸﾘｰﾄ内の補強はφ6.0 100目程度と考えて宜しいでしょうか｡併せて御指示下さい｡

嵩上げコンクリートは無しとしてください。

厨房詳細図（３）に記載の床下げ部分はスラブを下げることとしてください。

80
基本設計図面 塗床仕様について 厨房詳細図(4)で耐熱80℃・100℃と記載がある床及び回転釜について、耐熱仕様の塗床が必要と思われます。仕

様･ﾒｰｶｰ品番を御指示下さい｡
水性硬質ウレタン塗床（ABC商会タフクリートMH　t6同等品）としてください。

81
基本設計図面 排水溝について 給食ｴﾘｱの部屋について､厨房詳細図(3)に排水溝の記載がありますが､仕様は防水ﾓﾙﾀﾙ仕上､高さはH150と考えて宜

しいでしょうか｡
宜しいです。

82
基本設計図面 機械基礎について 給食ｴﾘｱの部屋について､厨房詳細図(4)に基礎の記載がありますが､仕上はｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床と考えて宜しいでしょ

うか｡
宜しいです。ABC商会ケミクリートE（厚膜）防滑仕様同等品としてください。

83
基本設計図面 大型排水溝について 1階器具洗浄室について､厨房詳細図(3)より洗浄用のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞの記載がありますが､内部仕上げは水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗

材と考えて宜しいでしょうか｡また、高さはH150と考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

84
基本設計図面 洗浄室の床下り部につい

て

1階洗浄室の床について､厨房詳細図(3)にFL-700及び750の記載がありますが､仕上は水性硬質ｳﾚﾀﾝ系塗材と考えて

宜しいでしょうか｡
宜しいです。

85
基本設計図面 ｻｯｼ取合方立について 2階平面図よりXC1通の一部にｻｯｼｭ～間仕切の塞ぎ方立が必要と思われますがｽﾁｰﾙSOP程度と考えて宜しいでしょ

うか｡
宜しいです。

86
基本設計図面 梁型について 1階煮炊調理室について､断面図(1)梁型の記載がありますが､仕様は天井と同様､ｹｲｶﾙ+EPと考えて宜しいでしょう

か｡
宜しいです。

87 基本設計図面 床材立ち上げについて 幅木について､内部仕上表に床材巻上の記載がありますが､見切縁の仕様はｱﾙﾐと考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

88
基本設計図面 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙについて 仕上表 1階更衣室1･2にｶｰﾃﾝﾚｰﾙの記載がありますが、他図に記載がありません。天井付ﾚｰﾙを2m程度見込むと考え

て宜しいでしょうか。
宜しいです。

89
基本設計図面 天井高さについて 2階洗濯室天井高さについて、断面図(CH2400)と天井伏図・仕上表(CH2700)でくい違います。2700を正と考えて

宜しいでしょうか。
断面図を正としてください。

90
基本設計図面 冷蔵庫について 仕上表 冷蔵庫･冷凍庫の壁及び天井の下地はLGSと記載がありますが､厨房詳細図の断面詳細図よりLGS下地は不

要と考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

91
基本設計図面 ﾓﾆﾀｰ下地について 仕上表 2階研修室 備考欄にﾓﾆﾀｰ下地の記載がありますが、合板t=12程度と考えて宜しいでしょうか｡必要寸法と併

せて御指示下さい｡

合板下地ではなく、天井モニター吊下げ下地として、Lアングル75×75

W900×H300を見込んでください。

92
基本設計図面 壁下地について 2階洗濯室 壁について、仕上表及び壁種別図(PB12.5+12.5+EP-G)と矩計図(耐水PB12.5+化粧ｹｲｶﾙ板t6.0+EP-G)

でくい違います。仕上表及び壁種別図を正と考えて宜しいでしょうか。
宜しいです。

93
基本設計図面 水槽仕上について 消火水槽、ﾎﾞｲﾗｰ排水槽について、仕上は特記仕様書より「自閉性樹脂防水変性ｴﾁﾚﾝ酢ﾋﾞ系樹脂ﾓﾙﾀﾙ」と考えて宜

しいでしょうか。
宜しいです。

94
基本設計図面 ﾋﾟｯﾄﾚﾍﾞﾙについて 配管ﾋﾟｯﾄについて、ｽﾗﾌﾞ天端が意匠図(1FL-1350)、構造図(FL-2150)と食い違います。構造図を正と考えて宜しい

でしょうか。
宜しいです。

95 基本設計図面 点検口について 小荷物昇降機について、点検口が建築工事となっておりますが、詳細を御指示下さい。 小荷物昇降機内には点検口は無しとします。

96
基本設計図面 水槽天井について 消火水槽、ﾎﾞｲﾗｰ排水槽について、配管ﾋﾟｯﾄ同様天井部にﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=25を見込むものとし6面防水では無く5面

防水と考えて宜しいでしょうか｡
ポリスチレンフォームを見込み、６面防水としてください。

97 基本設計図面 EVﾋﾟｯﾄ仕上について EVﾋﾟｯﾄ、小荷物専用昇降機ﾋﾟｯﾄ床壁仕上について、塗布防水程度と考えて宜しいでしょうか。 宜しいです。

98

基本設計図面 設備取合について 下記項目について、意匠図と機械設備図にそれぞれ記載があり、内容が異なる箇所があるように見受けられますが

何れの内容も機械設備図の記載内容を正と考えて宜しいでしょうか｡

・排水管関連

・油､ｽﾗﾘｰ管関連

・ﾌｰﾄﾞ､ﾀﾞｸﾄ

宜しいです。

A-25

A-26

A-25

A-25

A-03

A-08A-13

A-13

A-46

A-02A-46

A-26

A-31

GEN-07

A-05B-12

A-32

-

-

A-13

A-03A-13

A-08A-11A-14

A-13A-31

A-14

A-14A-20A-22

A-25A-27A-28

M-14M-30M-31
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頁 行 項目
タイトル 質問 質疑回答Ｎｏ 資料名

該当箇所

99 基本設計図面 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞについて ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋はｽﾃﾝﾚｽ ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ仕様程度と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

100 基本設計図面 学習室ｼﾝｸについて 衛生器具表にて、各学習室に設置するｼﾝｸが建築工事となっていますが、寸法仕様等の詳細を御指示下さい｡ ステンレス製シンクとし、W1200×D450×H750としてください。

101

基本設計図面 調理実習室ｼﾝｸについて 衛生器具表にて、調理実習室に設置するｼﾝｸが建築工事となっていますが、平面図よりｼﾝｸ+調理台と考えて宜しい

でしょうか｡寸法仕様等の詳細を併せて御指示下さい｡

教師用調理台　コクヨ製　ＢＫＴ－２．Ａ．Ｓ　3000x900x900

生徒用調理台　コクヨ製　ＮＫＳ－４．Ａ．Ｓ　2400x900x900

吊り鏡　　　　コクヨ製　ＮＴＭ－２　2400x900

同等品を見込んでください。

102
基本設計図面 調理実習室巾木について 調理実習室巾木について、仕上表(樹脂巾木)と、矩計図(ﾋﾞﾆﾙ巾木)がくい違います。仕上表を正と考えて宜しいで

しょうか。
樹脂巾木とビニル巾木は同義語です。

103
基本設計図面 下足箱について 風除室2について、備考に下足箱と記載がありますが、造作家具・ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝには記載がありません。必要な場合

は詳細を御指示下さい｡

A-45図K-002の下足箱に倣ってください。

ただしW2000×D340×H1000としてください。

104
基本設計図面 ﾋﾟｯﾄ進入口について 各配管ﾋﾟｯﾄのうちXB3/YB5側に面するﾋﾟｯﾄ1区画に進入口が必要と思われますが図示にありません。床下点検口及

びﾀﾗｯﾌﾟを1ヶ所見込むものと考えて宜しいでしょうか。
宜しいです。

105 基本設計図面 黒板下地について 学習室備考欄に黒板の記載がありますが、取付下地はPL-1.6程度と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

106
基本設計図面 AW1のH寸法について AW1のH寸法が建具表は1400ですが､厨房詳細図(4)上下窓有効高さ2000とくい違います｡建具表を正と考えて宜し

いでしょうか｡
厨房詳細図を正としてください。

107
基本設計図面 前室2のLSD3防火性能に

ついて

建具ｷ-ﾌﾟﾗﾝ前室2(XC2/YC4)のLSD3に防火凡例がありませんが､防火防煙区画図では特防凡例があり､くい違いま

す｡特定防火設備の凡例が必要と考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

108
基本設計図面 AW8の数量くい違いにつ

いて

AW8の数量が建具表8か所､建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ9か所とくい違います｡建具ｷｰﾌﾟﾗﾝを正と考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

109
基本設計図面 SF2の数量くい違いについ

て

SF2の数量が建具表8か所､建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ9か所とくい違います｡建具ｷｰﾌﾟﾗﾝを正と考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

110 基本設計図面 建具廻り防水について 外部建具枠廻りｼｰﾘﾝｸﾞについて､変成ｼﾘｺﾝ系 ﾀﾞﾌﾞﾙｼｰﾘﾝｸﾞ 15×10+15×10と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

111 基本設計図面 建具沓摺について 外部建具の沓摺欄に凡例がありませんが､開き戸は沓摺形状記号07､片引き戸は01と考えて宜しいでしょうか｡ 外部開き戸は記号07　外部片引き戸は記号06としてください。

112
基本設計図面 引き戸PAT対応金物につい

て

SD6･9･10がPAT仕様ですが､片引き戸で下端をｾﾞﾛﾀｲﾄにする為の金物が必要と思われます｡ﾒｰｶｰ品番を御指示下さ

い｡
引き戸のPAT仕様は無しとします。

113
基本設計図面 SD10仕上について SD10の仕上が扉面SOPで枠がA-BEですが､SD2･3等の外部に面する建具は扉面がA-BEで枠がSOPの為､SD2･3等

に倣い扉面はA-BEで枠をSOPに読替えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

114
基本設計図面 特定防火設備のｶﾞﾗｽ読替

えについて

LSD3･5･9･10･11･12･ASD1～3が特定防火設備ですが､ｶﾞﾗｽが強化ｶﾞﾗｽでは不適合と思われます｡耐熱強化ｶﾞﾗｽに

読替えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

115
基本設計図面 LSD8のｶﾞﾗｽ記号について LSD8のｶﾞﾗｽについて､ｶﾞﾗｽ欄に記号がありませんが､姿図にはｶﾞﾗｽの記載があります｡姿図を正としPSG6を見込ん

で宜しいでしょうか｡
宜しいです。

116 基本設計図面 ﾌｨﾙﾑの色について 飛散防止ﾌｨﾙﾑと遮光ﾌｨﾙﾑは透明と考えて宜しいでしょうか｡またﾒｰｶｰ･品番を御指示下さい｡ 宜しいです。3M ファサラガラスフィルム フロスト/マット マットクリスタル2 同等品としてください

117
基本設計図面 SF2の寸法について SF2の寸法について､寸法欄は900×2100三方枠の記載ですが､姿図ではH2700の一方枠とくい違います｡姿図を正

と考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

118
基本設計図面 厨房に面する建具枠廻り

防水について

厨房ｴﾘｱに面する建具枠廻りにｼﾘｺﾝ系 ｼﾝｸﾞﾙｼｰﾙ 10×10を見込んで宜しいでしょうか｡
宜しいです。

119
基本設計図面 AW3のW寸法について AW3のW寸法が寸法欄はW10000ですが､姿図のﾄｰﾀﾙ寸法ではW9450とくい違います｡姿図を正と考えて宜しいで

しょうか｡
宜しいです。

120
基本設計図面 AW5のW寸法について AW5のW寸法が寸法欄はW25200ですが､姿図ではW24000とくい違います｡姿図を正と考えて宜しいでしょうか｡

宜しいです。

121 基本設計図面 AW5ﾊﾞｯｸﾊﾟﾈﾙについて AW5の姿図にﾊﾞｯｸﾊﾟﾈﾙの記載ありますが､ｹｲｶﾙ板 t=20 EP塗を見込んで宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

122
基本設計図面 ｶﾞﾗｽ裏の納まりについて 1階玄関ﾎｰﾙのYC7通りに柱があります｡西側立面図でAW3の5･6連目のｶﾞﾗｽ裏面に柱がある事になる為､5･6連目に

ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞを見込むと考えて宜しいでしょうか｡
耐火ボードは無しとし、柱を独立させることとしてください。

123
基本設計図面 AW6･7材質について AW6･7の材質･仕上について､建具符号はAWのｱﾙﾐ製建具ですが､材質･仕上欄はｽﾁｰﾙ SOPの記載でくい違います｡ｱ

ﾙﾐ製とし仕上はB-2と考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

124
基本設計図面 AW5ｶﾞﾗｽ使い分けについ

て

AW5のPSG8+A6+PSG8のｶﾞﾗｽ施工範囲はW1300のFIX部に見込むと考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

A-25

A-19A-26

A-16A-49

A-16A-19

A-17A-19

-

A-15

A-33M-25

A-33M-25

A-38A-41

A-38A-44

A-34

A-38B-25

A-16A-26

A-19

A-19

A-19

A-02A-06A-19

A-19

A-17

A-17

A-17

A-17

A-17～19

A-17

A-19
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頁 行 項目
タイトル 質問 質疑回答Ｎｏ 資料名

該当箇所

125
基本設計図面 遮光ﾌｨﾙﾑ施工範囲につい

て

AW5の遮光ﾌｨﾙﾑの施工範囲について､姿図で一部にしか記載ありませんが､ﾊﾞｯｸﾊﾟﾈﾙと記載ある窓以外全てに遮光

ﾌｨﾙﾑを施工すると考えて宜しいでしょうか｡
図面通りの施工範囲としてください。

126
基本設計図面 枠見込みについて ｱﾙﾐ製建具の枠見込みについて､共通事項欄A.8に引違い窓に複層ｶﾞﾗｽを使用する場合､枠見込みを100にすると記載

ｱﾘﾏｽｶﾞ､建具表は70でくい違います｡70を正と考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

127
基本設計図面 金属ﾊﾟﾈﾙ面吹付材につい

て

共通事項欄のA.6に外壁金属ﾊﾟﾈﾙは裏面に吹付材の指示がありますが､建具表でｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ等の記載が無い為､適用範

囲は無しと考えて宜しいでしょうか｡
宜しいです。

128
基本設計図面 ﾁｬﾝﾊﾞｰBOXについて ｶﾞﾗﾘﾁｬﾝﾊﾞｰBOXについて､AG1～3に見込むとし､ｱﾙﾐ製奥行150で裏面ｸﾞﾗｲﾄt=3.0吹付と考えて宜しいでしょうか｡

宜しいです。

129
基本設計図面 網戸について 建具表で網戸の記載がありませんが､無しと考えて宜しいでしょうか｡必要な場合､該当建具と網戸形式を御指示下

さい｡
宜しいです。

130
基本設計図面 建具ﾌﾟﾗﾝのくい違い 矩計図の学習室-廊下でSPの上部に窓の記載がありますが､建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ･建具表に記載がありません｡必要な場合､建

具符号･W寸法･材質･仕上･ｶﾞﾗｽ凡例を併せて御指示下さい｡

TG8　飛散防止フィルム貼りW6000×H1000を

3か所見込むこととしてください。

131 基本設計図面 AW1の数量くい違い AW1の数量が建具表5か所､建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ6か所とくい違います｡建具ｷｰﾌﾟﾗﾝを正と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

132 基本設計図面 AW6の数量について AW6の数量が建具表1か所､建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ2か所とくい違います｡建具ｷｰﾌﾟﾗﾝを正と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

133 基本設計図面 AW8の数量について AW8の数量が建具表2か所､建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ1か所とくい違います｡建具ｷｰﾌﾟﾗﾝを正と考えて宜しいでしょうか｡ 宜しいです。

134
基本設計図面 AW1のH寸法くい違いにつ

いて

AW1のH寸法について､寸法欄はH1800ですが､姿図ではH1200とくい違います｡姿図を正と考えて宜しいでしょう

か｡
宜しいです。

135
基本設計図面 AW9のH寸法くい違いにつ

いて

AW9の寸法について､寸法欄はW3000×H1200ですが､姿図ではW1800×H2100とくい違います｡姿図を正と考えて

宜しいでしょうか｡
宜しいです。

136
基本設計図面 SF2のW寸法について SF2のW寸法について､寸法欄はW900ですが､姿図ではW800とくい違います｡姿図を正と考えて宜しいでしょうか｡

宜しいです。

137 基本設計図面 SW1･2のｶﾞﾗｽについて SW1･2にｶﾞﾗｽ記号がありません｡PSG6と考えて宜しいでしょうか｡ PSG6+A6+PSG6の複層ガラスとしてください。

138 基本設計図面 SP1のｶﾞﾗｽについて SP1にｶﾞﾗｽ記号がありません｡PSG6と考えて宜しいでしょうか｡ TG8　飛散防止フィルム貼りとしてください。

139
基本設計図面 SSDW6のW寸法について SSDW6のW寸法について､寸法欄はW2100ですが､姿図ではW2100とくい違います｡姿図を正と考えて宜しいで

しょうか｡
宜しいです。姿図を正としW2100としてください。

140
基本設計図面 網戸について 建具表で網戸の記載がありませんが､無しと考えて宜しいでしょうか｡必要な場合､該当建具と網戸形式を御指示下

さい｡
AW1、AW3、AW4、AW5の各引き違い部分に網戸を設置してください。

141
基本設計図面 防火設備について 風除室3の渡り側のSSDW6に防火防煙区画図で防火設備の凡例がありますが､建具表には防火の記載が無くくい違

います｡建具表を正と考えて宜しいでしょうか｡
防火設備としてください。

142

基本設計図面 設備基礎･工作物について 外構工事について、基礎等工作物は特記なき限り下記として宜しいでしょうか。

・土工事　Ｂ種根切土

・地業　捨コン５０、砕石１００

・鉄筋コンクリート　ＦＣ２１Ｎ Ｓ－１５

・捨てコンクリート　ＦＣ１８Ｎ Ｓ－１５

・砕石　ＲＣ－４０

・配筋　ＳＤ２９５　Ｄ１３　＠２００Ｗ

・仕上　打放 素地

宜しいです。

143
基本設計図面 設備基礎について 設備基礎について、平面図、外構図に記載が複数見受けられますが、各基礎形状が不明です。各基礎形状を御指示

下さい。
外構図の基礎形状としてください。

144
基本設計図面 設備基礎について 設備基礎について、外構図に記載の基礎寸法は地上部分と考えて宜しいでしょうか。また埋設部分の基礎寸法、基

礎下の地業詳細、仕上詳細を御指示下さい。

宜しいです。外構図の基礎形状は地下埋設部分は150mmの高さとし、地業　捨コン50mm、砕石100mmと

してください。

145
基本設計図面 設備基礎について キュービクル基礎、架台が建築工事となっておりますが、設置範囲、基礎・架台の詳細が不明です。それぞれ御指

示下さい。
No.144を参照してください。

A-39A-41

A-39A-40

A-39A-40

A-39A-40

A-40

A-40

A-19

A-15A-19

A-15

A-19

A-19

A-02.50

A-02.50

E-02

A-40

A-40

A-40

A-40

A-40

A-40A-49

GEN-11.13A-02.50
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該当箇所

146

基本設計図面 設備基礎について 設備図６機器外形図、７燃料小出槽姿図に記載の基礎は、外構図発電機スペースの発電機及び９５０Ｌ油庫の基礎

と考えて宜しいでしょうか。また基礎寸法、形状が図面間でくい違います。基礎詳細を御指示下さい。 No.144を参照してください。

147
基本設計図面 設備基礎について 設備図受水槽、給水ポンプユニットの基礎は外構図受水槽の基礎と考えて宜しいでしょうか。また基礎寸法、詳細

が不明です。基礎詳細を御指示下さい。
No.144を参照してください。

148
基本設計図面 A-50M-37～40 厨房除害ユニットについ

て

厨房除害ユニットについて、土工事～基礎迄を建築工事と考えて宜しいでしょうか。否の場合は区分、詳細を御指

示下さい。
宜しいです。

149
基本設計図面 A-50M-37～40 厨房除害ユニットについ

て

厨房除害ユニットについて、基礎寸法、形状が外構図と設備図でくい違います。設備図を正として宜しいでしょう

か。
宜しいです。

150
基本設計図面 厨房除害ユニットについ

て

厨房除害ユニットについて、設備図では制御盤の基礎の記載がありますが、外構図のブロア室基礎程度と考えて宜

しいでしょうか。
宜しいです。

151

基本設計図面 設備基礎について 外構図記載の基礎の他、設備工事に伴う基礎、架台を建築工事にて見込む必要がある際は詳細を御指示下さい。

外構図A-50を参照してください。

152
基本設計図面 凡例について 外構について、外構図下部に凡例、各数量の記載がありますが、図示範囲と面積、数量がくい違います。図示を正

と考えて宜しいでしょうか。
宜しいです。

153
基本設計図面 凡例について 外構について、図示では配置図の為、屋根下部等の舗装、緑地の正確な範囲が不明です。各凡例毎の詳細な範囲若

しくは数量を御指示下さい。
図面から測定し、算出してください。

154

基本設計図面 舗装について 舗装について、凡例表では斜線でスリップ舗装とありますが、図示ではアスファルト舗装と同色となっており、詳

細図には記載が無く、舗装の詳細が不明です。舗装構成、アスファルト舗装との違いを御指示下さい。 No.17を参照してください。

155

基本設計図面 舗装について 舗装について、特記仕様書ではコンクリート舗装に溶接金網が有りとなっておりますが、詳細図カラーコンクリー

ト舗装では記載がありません。また引き出し線ではコンクリート版とあり、舗装構成が不明確です。カラーコンク

リート舗装の構成を改めて御指示下さい。

カラーコンクリート舗装と記載の階段テラスについては誤記とし、「別紙2」追記詳細図内の階段テラスの

詳細を参照してください。

156
基本設計図面 舗装雑物について 舗装雑物について、詳細図に車止めがありますが、図示全ての駐車場に２個１組で見込んで宜しいでしょうか。ま

た仕様が不明です。ＰＣ製で宜しいでしょうか。
既成コンクリート製品とします。

157
基本設計図面 GEN-10A-02.52 舗装雑物について 舗装雑物について、点字･誘導ブロックとありますが、範囲は屋外階段部と考えて宜しいでしょうか。また図示範

囲は全て点字と考え、仕様は特記よりレジンコンクリート製として宜しいでしょうか。
宜しいです。

158

基本設計図面 GEN-11A-50.52 舗装雑物について 舗装雑物について、トラフィックペイントとありますが、図示の駐車場枠線でＷ１５０、横断歩道をＷ３００、番

号を１５０角と考えて宜しいでしょうか。また上記のほか車椅子、矢印、速度、停止等が必要な際は各詳細、数量

を御指示下さい。

宜しいです。車椅子用駐車場ペイント１ヶ所を設けてください。

159
基本設計図面 植栽について 植栽について、緑地とありますが、植栽工事の詳細図面が無く、樹木や客土の詳細、灌水の有無などが不明です。

詳細図より凡例の範囲全面に低木・地被、客土・土壌改良材をＨ１５０として宜しいでしょうか。
宜しいです。

160 基本設計図面 囲障について 囲障について、開口の図示がありませんが、フェンス扉等は不要で宜しいでしょうか。 運動広場フェンスには４か所設けてください。

161

基本設計図面 囲障について 囲障について、門扉図示凡例の

ａ：７．７ｍ　ｂ：１２．２ｍを門扉のＷ寸法と考えて宜しいでしょうか。 宜しいです。

162 基本設計図面 囲障について 上記に関し、門扉の基礎詳細が不明です。ａ、ｂそれぞれ御指示下さい。 a,bともコンクリート直均し仕上げｔ250、D10＠200としてください。

163
基本設計図面 囲障について 囲障について、凡例の「既設フェンス撤去の上フェンスＡ新設」、「フェンス新設、運動場フェンス」を「詳細

フェンスＡ」と考えて宜しいでしょうか。また撤去は新設と同範囲と考えて宜しいでしょうか。

宜しいです。

運動広場の新設フェンスは、No.13を参照してください。

164
基本設計図面 囲障について 囲障について、凡例の塀Ｂ、Ｂ‘を詳細塀Ｂと考えて宜しいでしょうか。またＲＣ吹付、柵とのみの図示となって

おり、各部詳細、メーカー品番、凡例の違いが不明です。御指示下さい。
No.14を参照してください。

165

基本設計図面 排水について 排水について、詳細図ではＵ字溝工、排水会所、ＶＰ排水管の３種ありますが、外構図では凡例が無く、図示が詳

細図の何れを指すのか不明です。青一点鎖線をＵ字溝工、青実線をＶＰ排水管１５０、赤実線をＶＰ排水管２０

０、各所の□を桝と考えて宜しいでしょうか。

宜しいです。

A-50E-02.05

M-26.28

A-50E-01.05

A-50M-26

A-50M-41

A-50

A-50

A-50

A-50.52

A-50.52

A-51.52

A-50

A-50

A-50.52

GEN-11A-52

A-50.52

GEN-11A-50.52

8



頁 行 項目
タイトル 質問 質疑回答Ｎｏ 資料名

該当箇所

166 基本設計図面 排水について 排水について、排水躯体はＰＣ製と考えて宜しいでしょうか。 宜しいです。

167
基本設計図面 排水について 排水について、桝の寸法が明記されておらず、桝の寸法詳細が不明です。新設桝のリストを頂けますでしょうか。

450角　H800　既製コンクリート製としてください。

168
基本設計図面 排水について 排水について、桝の詳細では蓋の種別が３種程見受けられますが、使い分けが不明です。それぞれの数量を御指示

下さい。
建物周囲に配置の雨水桝は鋼製グレーチング蓋とし、その他はコンクリート製蓋としてください。

169 基本設計図面 排水について 排水について、埋設管は全てＶＰΦ１５０と考えて宜しいでしょうか。 VPφ200としてください。

170
基本設計図面 サイン基礎について サイン基礎ＯＳ－００１、００２について、図示では片断面のみとなっており、Ｄ寸法が不明です。Ｗ、Ｄは同寸

と考えて宜しいでしょうか。また図示より凸型と考えて宜しいでしょうか。
宜しいです。

171
基本設計図面 その他 外構図ではスロープ、階段の様な図示が幾つか見受けられますが、詳細図が無く、各詳細が不明です。詳細を御指

示下さい。
A-48図スロープ図に倣ってください。

172 基本設計図面 その他 上記に関し、立上り等が付随して必要となる際は範囲、詳細を御指示下さい。 「別紙2」追記詳細図を参照してください。

173
基本設計図面 駐輪場について 外構図では駐輪場２５台、２０台とありますが、詳細図が無く、ラック、区画線、盗難防止バー、上屋等プランが

不明です。詳細を御指示下さい。
区画線のみとしてください。

174 基本設計図面 階段テラスについて 外構図に階段テラスと記載がありますが、詳細が不明です。御指示下さい。 「別紙2」追記詳細図を参照してください。

175
基本設計図面 防火水槽について 外構図に防火水槽と記載がありますが、各詳細が不明です。詳細を御指示下さい。 ケイコン株式会社　耐震性貯水槽TYPE-B

W3100×H2200×L9000同等品としてください。

176 基本設計図面 雨水抑制槽について 外構図に雨水抑制槽と記載がありますが、各詳細が不明です。詳細を御指示下さい。 ベルテクス株式会社　MVP-L　H2500　同等品としてください。

177
基本設計図面 GEN-03.18A-50 レベルについて レベルについて、撤去後の工事開始レベル、仕上レベルが不明です。新設分の土工事のみ見込んで宜しいでしょう

か。
GEN-03現況図（現況レベル）およびA-01配置図（仕上げレベル）から想定してください。

178
基本設計図面 特記仕様書について 確認ですが、特記仕様書の適用印○より、舗装工事の路床安定処理、凍上抑制層、各種試験は該当無しと考えて宜

しいでしょうか。
宜しいです。実施設計後に必要となった場合は、その際に精算することとします。

179
基本設計図面 特記仕様書について 特記仕様書⑤路盤材料に記載の路盤の締固め度試験は本工事に見込むものと考えて宜しいでしょうか。また試験数

量を御指示下さい。
宜しいです。試験箇所は10ヶ所を想定してください。

180
基本設計図面 撤去について 撤去について、工事ステップ図でに記載の「防球フェンス撤去、ネットフェンス新設」は外構図の凡例「既設フェ

ンス撤去の上フェンスＡ新設」と同じ範囲を指すものと考えて宜しいでしょうか。
宜しいです。

181
基本設計図面 撤去について 撤去について、上記よりＳＴＥＰ図と外構図でフェンスの撤去、新設の範囲がくい違います。外構図を正として宜

しいでしょうか。
宜しいです。

182
基本設計図面 撤去について 撤去について、合併処理槽の撤去とは青少年児童ｾﾝﾀｰの浄化槽(合併処理槽)、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの設備浄化槽が該当するも

のと考えて宜しいでしょうか。
宜しいです。

183 基本設計図面 土工事 建設発生土の処理において構内の指定場所に敷き均しとあります。その指定場所をご指示下さい。 青少年児童センターより東側の、給食センター敷地部分全範囲を想定しています。

184
基本設計図面 土工事 上記、ご回答の指定場所に建設発生土の全数を敷き均しできるもの（敷地場外への残土処分は無し）と考えて宜し

いでしょうか。
宜しいです。

185
要求水準書 19 1 土壌調査 敷地場外への残土処分が必要となる場合は事前に土壌調査をするとありますが、この調査は、残土の受入場所が本

工事敷地内で土壌をサンプリングし検査する調査と考えてよろしいでしょうか。

場外への残土処分が必要となる場合の土壌調査を示します。

場内での残土利用については、調査は不要です。

186
要求水準書 19 1 土壌調査 上記の検査で土壌汚染が確認された場合、下記は別途と考えて宜しいでしょうか。・御開示資料（土地の利用履歴

等調査）以降の土壌調査費・汚染土対策費、処分費・工期の延長等。

宜しいです。提供した土壌汚染調査資料以外で、土壌汚染が確認された場合の費用については別途費用とし

ます。

187
要求水準書 21 32 アスベスト対策工事 必要なアスベスト対策工事を行うこととありますが体育館外壁に関しては今回工事対象外とし現状のままと考えて

よろしいでしょうか。（ただし会館接続部のみ対策工事を行う）
宜しいです。

188
樹木見取図

樹木リスト

既存樹木 既存樹木は全て撤去するものとし、そのリストは樹木リストによるものと考えて宜しいでしょうか。また伐根は施

工上、障害のある範囲と考えて宜しいでしょうか。合わせてご指示下さい。
現時点では、伐根も含め全て撤去として見込んでください。

189
現地調査 既存備品 既存、体育館・本館棟・倉庫棟他の引越は別途工事。不要備品、残置物の処分も別途工事と考えて宜しいでしょう

か。
現地調査で確認した備品のうち、６割程度の処分を見込んでください。

190 要求水準書 14 1 埋蔵文化地域 試掘調査の方法・か所数等をご指示下さい。 届け出は必要ですが、試掘調査については想定していません。

191 要求水準書 18 28 事前調査業務 近隣家屋調査の範囲をご指示下さい、 敷地北側・南東側民家の範囲を調査範囲として見込んでください。

A-50

A-50

A-50

A-50

A-50

GEN-11

A-52

A-52

A-52

A-52

A-45

A-50

GEN-11

GEN-18A-50

GEN-18A-50

GEN-18

GEN-12

GEN-12
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頁 行 項目
タイトル 質問 質疑回答Ｎｏ 資料名

該当箇所

192

要求水準書　別

資料３　　基本

設計図面

21

4

GEN1

8

35

11

交通誘導員 交通誘導員の配置場所・人数・期間に指定はないものと考えて宜しいでしょうか。 交通誘導員については、指定はありません。「別紙1」工事車両想定ルート図を参照し、東側道路について

は、原則通行しない計画としてください。その他、仮設計画を行うにあたり、必要と思われるものは各事業

者で想定してください。

193
基本設計図面 立面図の二重線図示につ

いて

東側立面図 YC2～YC8 2FL+1100～3500程度の位置(凡例F2及びF1の上部)に二重線が通っておりますが、何を示

す図示か不明瞭です。詳細を御指示下さい｡
庇ラインを示しており、庇詳細図を参照してください。

194
実施要領 15 23 (プレゼンテーション審査

について)

「参加資格審査結果後に別途送付する通知」はいつごろご提供いただけるでしょうか。その際、人数規模・内容・

方式など詳細もご教示ください。
2月中旬までに、詳細内容も含めて提示します。

195
審査基準書

別紙2
11 テーマ2

「基本設計及び要求水準書等に準じ、」とあります。これは基本設計から一部、構造架構の見直し等を行うことも

可能と考えてよろしいでしょうか。

基本設計図書通りで工事見積金額を算出してください。それとは別に左記内容の具体的な提案とそれに伴う

工事見積金額を算出してください。そのうえで、各室の主なレイアウト、室の高さを遵守した上での提案は

可能とします。

196

追加資料1

意匠図・構造設

計図

A-02、A-03、B-13
1階・2階平面図

1階・2階床梁伏図

基本設計図書の意匠図と構造図について、柱の位置や有無が異なる箇所については、構造図の柱位置を正として考

えてよろしいでしょうか。
宜しいです。

197
追加資料1

意匠図
ピット図

凡例にて、配管ピットのスラブ天端が「FL-1350」とありますが、「FL-2150」と読み替えてよろしいでしょう

か。
宜しいです。

198 要求水準書 19 10
2.2.2 各種許認可申請等の手続

き業務

今回は既存の造成レベルに基づき計画されているため形質の変更が生じないと考え、都市計画法上の開発許可申請

は不要と考え、羽曳野市開発指導要綱に基づく協議のみ必要と考えてよろしいでしょうか。
都市計画法上の開発許可申請は不要です。羽曳野市開発指導要綱に基づく協議は必要です。

199 要求水準書 19 10
2.2.2 各種許認可申請等の手続

き業務
存置建築物の工事検査済証の有無についてご教示いただけますでしょうか。 既存建築物の検査済証は有ります。適宜、提示可能です。

200 要求水準書 38 34
3.1.5(

2)

冷蔵庫・冷凍庫の仕様に

ついて

「6）自動温度記録装置等により、庫内温度の経時変化を記録できる機器とすること。」との記載がありますが、

原材料保管をするプレハブ冷蔵庫・プレハブ冷凍庫が該当するとの理解で宜しいでしょうか。
宜しいです。肉・魚類下処理室、野菜下処理室のプレハブ冷蔵庫・冷凍庫が該当します。

201 要求水準書 48 23
3.2.1.

1
和え物室

「（オ） 消毒後、冷却できる食缶を使用できるよう整えること。」との記載がありますが、冷却できる食缶とい

うのは蓄冷剤仕様の食缶（和え物食缶）を使用するとの理解で宜しいでしょうか。
蓄冷剤を使用しない方法で保冷可能な食缶で検討してください。

202

基本設計図面

A-24_厨房詳細

図(2)

Mコンテナ室
「M11冷凍1200×800×1910数量2」との記載がありますが、こちらの使用用途は和え物食缶用の蓄冷剤を冷却す

る想定と考えてよろしいでしょうか。
蓄冷材は使用しないため、蓄冷材用の冷凍庫は不要です。

203 様式集 37 様式6-2見積書

様式集6-2の１.に記載する基本設計に準じた見積書の金額について確認させて頂きます。

①   建築、設備の金額は基本設計図面を元に積算した金額という理解でよろしいでしょうか。

②  調理設備の金額は要求水準書の能力を満たす仕様・能力・台数の機器とした計画の金額という理解でよろしい

でしょうか。

③  上記①②とした場合、①の建築、設備工事金額は②の調理設備計画と整合性を図ったものとする、という理解

でよろしいでしょうか。

④  上述の①～③の条件で金額提示するとした場合、どのようなレイアウトでどのような機器が何台配置されてい

るかが不明となりますので、基本設計に準じた見積書の平面図と機器リストの提出を認めて頂けないでしょうか。

①　宜しいです。

②　宜しいです。なお、「様式6-2の１」には、要求水準書および基本設計図面に準じた調理設備の金額を

記載し、「様式6-2の２」には、その内容を踏まえた技術提案を反映した金額を記載してください。

③　宜しいです。それらを踏まえ、「様式6-2の2」には、要求水準書および基本設計図書等の内容を踏まえ

た技術提案（建築、設備と調理設備計画との整合性を図ったもの）を反映した工事金額を記載してくださ

い。

④　宜しいです。ただし、A3版3枚を限度とします。

204 様式集 38 様式6-3見積価格計算書
様式6-3に記載して提出する価格計算書は、様式6-2の1.基本設計に準じた見積書の価格についての計算書、という

理解でよろしいでしょうか。

宜しいです。

「様式6-2の2」には、「様式6-3」の添付は不要とします。

205 審査基準書
10 ・

11
別紙２

技術提案項目テーマ１，テーマ２、テーマ３それぞれの「審査の視点」の最下段に「提出物例）」としてそれぞ

れ、テーマ１には「仮設計画提案、段階整備計画図等」、テーマ２には「伏図、軸組図、部材リスト等」、テーマ

３には「機器平面図、機器説明図等」との記載がございますが、これは提案様式7-5、7-6、7-7とは別に補足資料

として「提出物例）」にあるような図面資料を別途提出してもよいということでしょうか。

その場合、提出物のサイズや枚数は適宜としてもよろしいでしょうか。

様式集で示された書式、枚数の範囲内で記載してください。

なお、提案項目については「様式7-5、7-6、7-7」で簡潔に記載するものとし、「様式7-5、7-6、7-7」を補

完する項目は「様式8」に記載してください。

206 審査基準書 11 23
テ ー マ ３ 審 査 の 視 点

６）について

テーマ３の審査の視点６）に「～、将来の利用形態の変容への提案～」との記載がございますが、「利用形態の変

容」とは事例としてどういったことを想定されておられますでしょうか。

小学校給食のみの利用から、中学校給食を含む利用形態への変容や

厨房機器の更新時の変容などを想定しています。
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頁 行 項目
タイトル 質問 質疑回答Ｎｏ 資料名

該当箇所

追記

1

追記図面 工事車両想定ルート図 【追記】

工事車両の想定ルート図「別紙１」を示します。

追記

2

追記図面 追記詳細図 【追記】

追記詳細図「別紙２」を示し、囲障、擁壁、スロープ、階段テラス詳細を追記します。質疑を補完するため

の資料ですが、一部、外構図と相違する部分は「別紙２」を正としてください。

追記

3

各事業者による

提案について

【追記】

No4.21.22.23.195の提案については、「様式7-6，7-7　技術提案項目」　において記載してください。
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